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利用客をお花でおもてなし
緑峰高生が駅前で奉仕活動

　市民や観光客など遠野駅を利用する人たちを気持

ち良く迎えようと、５月２１日、遠野緑峰高の生徒た

ちが駅周辺を花で飾り付けました。生産技術科生産

コースの２年生１０人が参加。生徒たちは学校で育て

たインパチェンスとベゴニアの花を、駅のホームや、

駅前通路脇の花壇などに一つ一つ丁寧に植え付けし

たり、プランターに飾り付けたりしました。

　藤原 宏  美 さんは「色とりどりになるよう工夫して
ひろ み

植えました。訪れた人が花を見て気持ち良くなって

もらえたらうれしいです」と話していました。今回

植えた花は秋ごろまで咲き続け、訪れる多くの人の

目を楽しませてくれます。色のバランスも考えながら、一つ一つ丁寧に植え付ける生徒たち
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たくさんの家族から祝福を受ける菅田ハルエさん

笑顔で花束を受け取る佐々木トノさん

『遠野物語』と一緒に１００歳
３人の１００歳を盛大に祝う

　５月４日に佐々木トノさん、５月６日に菅田ハル

エさん、５月１１日に高橋テルさんがそれぞれ１００歳

を迎え、家族らから祝福を受けました。

　佐々木さんは住田町で生まれ、１９歳で夫の 乙 
おと

 治 さ
じ

んと結婚。家業の農業の傍ら釜石方面へ行商に出掛

け、８０歳過ぎまで働きました。７０歳で富士山に登っ

たり、趣味のゲートボールでは市内で３度も優勝し

たりするなど元気に過ごしてきました。この日は、

家族や親せき５０人が集まり１００歳を祝福。みんなで

トノさんとの思い出話に花を咲かせていました。　

　菅田さんは綾織町に生まれ、夫・ 福  太  郎 さんと１６
ふく た ろう

歳で結婚。子ども９人、孫１９人、ひ孫３５人とたくさ

んの家族に恵まれました。本田市長から「日本一の

長寿を目指して」と祝福されると「ありがとう」と

にっこり。働いていたときは毎朝欠かさず新聞を読

むほど新しい情報には敏感だったといいます。これ

まで一度も入院したことがなく、元気に家族と過ご

しています。

　高橋テルさんは小友町に生まれ、１３歳のときに医

者のお手伝いとして上京。１８歳で帰郷し、夫・ 武  夫 
たけ お

さんと結婚し農業の傍ら二男ニ女を育てました。東

京にいるときは、父親に着物を縫って送っていたほ

ど裁縫が得意だったといいます。４男の 京 
きょう

 郎 さんは
ろう

「母が１００歳になれたのは遠野という土地柄のおかげ。

大変感謝しています」とあいさつしました。

　市内で５月までに２３人が１００歳に到達しています。
みんなに感謝の言葉を掛ける高橋テルさん
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新鮮な野菜や特産品などが豊富に並ぶ店内

泥まみれになりながらも笑顔で田植えをする子どもたち

お客様の万が一に備え訓練
宿泊施設関係者ら合同講習

真剣に消火訓練に取り組む参加者

友達と一緒に田植え面白い
下組町子ども会田植え体験

　遠野町１１区子ども会（佐々木 茂 会長）は５月２３日、
しげる

菊池 福  蔵 さん（下組町）宅の田んぼで、田植え体験を
ふく ぞう

行いました。この体験は、子どもたちにすべて手作

業による米作りを覚えてもらおうと同会が企画し、

もち米の苗を、２週の田んぼに植えました。参加し

た２８人の子どもたちは、泥まみれになりながらも笑

顔で田植えに取り組んでいました。佐々木 勇  哉 君
ゆう や

（９歳）は「泥は思っていたより温かくて不思議な感

じがしました。苗の成長が楽しみです」と楽しそう

に苗を植えていました。秋にもすべて手作業で稲刈

りなどを行い、収穫したお米は、遠野まつりのもち

まきや、正月のお供えなどに使う予定です。

　市内の宿泊施設関係者と市観光協会の合同危機管

理講習は５月１９日、大日地区コミュニティー消防セ

ンターで行われました。観光シーズンを控え火災や

傷病者の発生などに、緊急時の対処法を学ぼうと遠

野民宿連絡協議会らが初めて企画。２０人の参加者は、

消防署員の指導のもと、消火器を使った消火訓練や

人形を使った人工呼吸や心臓マッサージ、ＡＥＤを

使った心肺蘇生法などを学びました。

　松崎町で民宿を営む蔵本 敏  宏 さん（４９）は「このよ
とし ひろ

うな訓練は初めて。何も起こらないことが一番だが、

有事の際にはしっかり対処したい」と話し、真剣に

取り組んでいました。

　教育旅行で本市を訪れた東京都国立市立第二中学

校の３年生は５月１８日、上宮守の小峠付近の山林で

間伐作業などの林業体験をしました。

　生徒たちは遠野地方森林組合職員の手ほどきを受

けながら、間伐や枝打ち、均等な長さに切りそろえ

る「玉切り」に挑戦。ほとんどの生徒がのこぎりを使

うのは初めてで、慣れない作業にも楽しんで取り組

んでいました。このほか馬と人が一緒に木材を運搬

する「 地  駄  曳 き」を見学し、山仕事の現場を体感しま
じ だ び

した。星野 智  彦 君（１４）は「のこぎりを使うのが難し
とも ひこ

く、山で仕事をしている人の大変さが分かりまし

た」と汗をぬぐいながら作業していました。

のこぎり使って山仕事体感
東京の中学生が林業を体験

初めての林業体験に興味津々の生徒たち


